
親子で楽しく学防災！上道防災マルシェ

西日本豪雨から5年。岡山県下でも、上道学区を含む東区地域は大きな被害
を被り、浮田小学校の近くを通る砂川の堤防が決壊したことにより、平島地
区付近一帯の住宅2,230棟が浸水した。この災害を機に、上道平島学区では1
年に1度の災害イベントを行なっており、西日本豪雨での教訓を生かし、地
域住民の団結を強めるきっかけになっている。　
　昨今、記録的な気象現象の発生や、東南海地震への危機感が高まっている
中、地域のレジリエンスを高め相互扶助できる体制を組むことが大切になっ
てきており、浮田学区においても同様の取り組みが必要とされている。
　そんな中、親子で楽しめるイベントで気軽に防災への取り組みや、非常時
の知識・行動を身につけることで、家族や地域の絆を強め、共助の出来る災
害に備えてしなやかな地域を作ることを目標に、浮田学区では初めての防災
イベントが計画された。本イベントでは、浮田学区消防団をはじめ、老人養
護施設や地域の外国人とも協力し、誰もが楽しく学べる機会を提供すること
を目標にしている。

現在、令和5年9月2日のイベント開催に向け関係各所と準備を進めており、
本格的な成果や効果はイベント開催によってもたらされる予定だが、準備を
する段階で、以下の成果や効果が得られていると実感している：
　- 防災イベントへの関心と需要の高まり
　- 消防団をはじめとした緊急対応機関と地域住民・民間企業との連携強化
　- 地域住民、民間企業の防災に対する意識の向上
　- 国籍を超えた地域住民同士の繋がりの強まり
　- 子どもたちを中心に、自ら学べ、活動、行動できる環境を作ることへの
関心の高まり
　これらの変化は、防災イベントという、特に公共性が高く地域の連携が必
要とされる目標に向け、住民の意思が一致団結することにより生まれてお
り、準備段階であってもすでに表層化しているものである。今後は、今回の
イベントを皮切りに、継続した活動が必要不可欠であり、内容や準備体制も
含めて今回のイベントを成功させることは大きな意義を持つ。
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災害準備は、政府や自治体による活動・対策のみならず、住民が各被災状況に対し
て想定し、知識的、物質的、意識的に準備ができていることが大切である。そのた
め、住民発信の防災活動は、災害に強いまちを作るには必要不可欠である。

これまで、大きな災害が多くなかった浮田地域では、地域が団結し防災に対する取
り組みが積極的・継続的に行われづらかった。その状況は、隣の平島学区が被災し
た後、浮田消防団などから声があがった後も、大々的な取り組みが行われていない
ことから伺われるが、今回、地域企業や消防団を始め、地域住民発信により地域の
団結と共助ができる体制づくりを目的として、本イベントが発案された。

浮田学区を中心とした地域の住民が対象だが、学校区を超えた取り組みが必要不可
欠であると考え、隣接した学校区である城東台や江西、平島、古都地域の一部の住
民も対象にしている。対象地域の住民数は約3000世帯、約8500人であるが、特に小
学生の子供を持つ家庭へ注力している。それは、家族・地域の連携強化には子供が
中心となることで強い絆が生まれることを期待しているためで、中長期的に見て
も、成長した後に防災活動の基盤を担う未来の人材だからである。

実際のイベントでは、防災訓練のような本格的な訓練ではなく、民間発信ならでは
の「楽しく学べる場」にフォーカスを絞っている。具体的には、普段から使える災
害時にも役立つアウトドアグッズや、自作が出来て災害時にも役立つグッズの親子
でのワークショップや紹介、食べられる野草の紹介など、遊びが学びに繋がる場所
の提供を企画している。
　上記に加え、消防団や消防署の協力により、起震車を使った本格的な地震体験防
災学習者による火災・消火体験も企画しており、実際の災害時における状況の想定
と対応方法の学習にも役立つと考えている。
　今後、継続的に活動することができれば、中長期的には地域の食料自給率あげる
ための活動も行っていきたい。

上記の通り、楽しく学べることに加え特に工夫した点としては、防災と普段の生活
との境界線を下げることである。特に、近年流行しているキャンプなどで使われる
アウトドアグッズでは、重たい水を運ばずに済む携帯水濾過器や、自然光でご飯が
炊けるソーラークッカー、保存が効き軽量で美味しく栄養も豊富な食事などが揃っ
ている。これら、普段から使う事ができ、それにより避難時にも十分に対応出来る
状況が作ることが出来る。
　また、地域で継続出来ることも重視しており、特に、民間団体と緊急対応機関と
の連携を目指し、頻繁なミーティングなどを繰り返し行っている。
https://tinyurl.com/3tuzyjzv
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今後の目標として、1つは浮田学区での防災イベントの開催を少なくとも年次で行
い、少しずつ企業や住民自治組織の協賛を増やしていきたい。また、すぐに始めら
れて継続できる災害に強いまちづくりは、上記のような取り組みだが、長期的には
地域内での自然と触れ合う機会を増やし、簡単な家庭菜園などを始めることで、食
料自給率を上げていくことが必要と考えている。そのため、防災イベントと掛け合
わせる形で、家族で体験出来る小さな自家菜園イベントも行いたい。
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ガールスカウトなどをいれる

イベントへ向けて、団体種別を超えて継続的にミーティングをすることで、各団体
の連携を強めることが出来ている。防災がきっかけとなり、地域の団結を強め、コ
ミュニケーションがスムーズになるとともに、共助が出来るまちづくりの基盤とな
るコミュニティ形成に役に立っている。

岡山市消防団浮田分団

岡山市消防団との協力連携、消防車、起震車などの手配と当日の対応
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運営主体として企画、運営の統括
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テント、人員などの提供、企画、運営
瀬戸里山の会

農作物・野草に関する知識の提供、人員の提供、企画、運営のサポート
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アウトドア・災害時に使える技術の紹介、人員の提供、企画、運営
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まほろば森づくりの会　

農作物・野草に関する知識の提供、人員の提供、企画、運営のサポート


